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保存版 焼
津
市
の
地
震
・
津
波
対
策
の
取
り
組
み

　「
潮
風
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
」
整
備
事
業
で
は
、「
高
潮
」
や
「
最

大
ク
ラ
ス
の
津
波
」
か
ら
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
栃
山
川
か

ら
大
井
川
港
に
か
け
て
海
岸
堤
防
の
陸
側
を
盛
土
し
、
植
樹
を
行

い
散
策
路
を
つ
く
り
ま
す
。

問
合
先
　
河
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国
の
直
轄
海
岸
で
あ
る
駿
河

海
岸
に
お
い
て
、
最
大
ク
ラ
ス

の
地
震
・
津
波
に
対
す
る
被
害

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
、
県
、

関
係
市
町
に
お
い
て
、「
駿
河

海
岸
整
備
検
討
会
」を
設
置
し
、

海
岸
保
全
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

焼
津
市
の
直
轄
海
岸
の
堤
防

高
は
、
二
級
河
川
栃
山
川
を
境

に
北
側
は
海
抜
８
・
２
ｍ
、
南

側
は
海
抜
６
・
２
ｍ
に
分
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
南
側
区
間

に
つ
い
て
も
、
盛
土
に
よ
り
北

側
の
堤
防
と
同
程
度
の
高
さ
に

整
備
す
る
こ
と
で
、
最
大
ク
ラ

ス
の
地
震
・
津
波
に
対
す
る
減

災
対
策
だ
け
で
な
く
、
高
潮
な

ど
に
よ
る
越
波
対
策
に
繋
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

粘
り
強
い
構
造
に
改
良
し
た

海
岸
堤
防
の
陸
側
に
盛
土
、
植

樹
を
行
い
、
天
端
を
散
策
路
と

す
る
も
の
で
す
。
レ
ベ
ル
１
の

津
波
は
既
設
の
堤
防
で
防
御
で

き
ま
す
が
、
万
が
一
堤
防
を
越

え
る
高
さ
の
津
波
が
襲
来
し
た

場
合
で
も
、
樹
林
が
津
波
の
勢

い
を
弱
め
て
内
陸
へ
の
到
達
時

間
を
遅
ら
せ
、
住
民
の
避
難
時

間
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
浸

水
面
積
を
減
ら
す
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
け

の
堤
防
と
違
い
、
景
観
や
自
然

環
境
に
配
慮
し
、
天
端
を
散
策

路
と
す
る
こ
と
で
、
普
段
か
ら

市
民
の
皆
様
に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
施
設
と
な
り
ま
す
。

経
緯

整
備
効
果

▲駿河海岸　焼津市一色地先

▲潮風グリーンウォークの模型

▲

潮風グリーンウォーク整備事業

潮風グリーンウォーク苗木育成

～国会議員をはじめ、約100人が参加し、着工式を開催しました～

～潮風グリーンウォークに植樹するため、苗木の育成を行っています～

堤防を粘り強い構造に改良（国）

種子採取 育苗

整備イメージ
断面図

➡

海側

海抜+6.2m
約２m嵩上げ

陸側

散策路

海岸への対策
潮風グリーンウォーク

L1津波高

航空自衛隊静浜基地

栃山川

志
太
田
中
川

藤守川

駿河湾

大井川港

　海岸沿いに自生している、潮
風に強い種を採取します。

ディスカバリーパーク付近 大井川港付近

着工式典
日程　10月 17日
場所　一色浜広場
主催　焼津市
後�援　静岡河川事務所、
　㈱エコワーク
概�要　式辞、挨拶、事
業概要説明、鍬入れ、
種子植え付けなど

中野焼津市長

丸山自治会連合会会長

足立参議院議員 内藤国土交通省海岸室長 塚原中部地方整備局長

石垣島田土木事務所長 石田市議会議長

▲
▶
出
席
さ
れ
た

来
賓
の
み
な
さ
ん

来賓代表者による鍬入れ 来賓代表者による種子植え付け

田尻地内の育苗施設で毎日水遣りし、
苗木を育てています。

栃
山
川
か
ら
大
井
川
港
ま
で
約
５
キ
ロ
を
整
備


